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阿賀野市の市立病院と地域医療を守り育てる条例（案）       

平成２７年  月  日  

条例第       号  

わたしたちが、生涯を通して住み慣れた地域で安心して生活していくために

は、必要なときに、必要な医療、介護、福祉及び保健サービスを利用できるこ

とが重要である。そのためには、市民が安心できる地域医療を守り育てること

が不可欠となっている。  

 本市では、医療機関を中心とした介護、福祉及び保健関係者が連携した地域

包括ケアシステムの構築を進めている。今後、これらの地域医療体制を推進し

ていくためには、より一層の取り組みが必要とされる。  

ここに、将来にわたって市民が良質かつ適切な医療を受けることができる体

制を確保するとともに、市民の健康長寿を推進するため、この条例を制定する。 

（目的）  

第１条 この条例は、本市の地域医療を守り育て、良好な地域医療体制のもと

で市民の健康長寿を推進するための基本理念を表すとともに、市・議会、市

民及び医療機関が果たすべき役割等について定めることにより、将来にわた

って市民が安心して医療を受けることができる体制を確保することを目的

とする。  

（基本理念）  

第２条 地域医療は、市民が安心して生活していく上で欠かすことのできない

ものであることに鑑み、地域の実情に合った良好な地域医療体制を構築する

ため、市、市民及び医療機関が一体となり、地域全体で守り育てなければな

らない。  

２ 市民の健康寿命は、良好な地域医療体制のもと、市民自らの健康の維持増

進のための努力を基礎として、医療、福祉及び保健の連携により推進されな

ければならない。  

（市の役割）  

第３条 市は、基本理念に基づき、社会状況の変化に的確に対応し、市民が安

心して暮らすことができる地域医療提供体制を構築しなければならない。  

２ 市は、基本理念に基づき、医療機関と介護、福祉及び保健関係者が切れ目

のない連携ができるよう必要な施策を講じなければならない。  

３ 市は、国及び新潟県並びに関係機関と連携して、基本理念に沿った施策を

推進しなければならない。  

４ 前項に定めるもののほか、市は、市民が健康で安心して暮らせるまちづく

りを推進するための施策を総合的に実施する役割を有する。  
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（議会の役割）  

第４条 議会は基本理念に基づき、地域医療を守り育てるため次に掲げる役割

を有する。  

(１ ) 地域医療、介護、福祉等についての情報を積極的に公開する。  

(２ ) 地域医療、介護、福祉等についての調査、研究及び提言に努める。  

（市民の役割）  

第５条 市民は、自己の健康に関心を持ち、良質な食生活、十分な睡眠及び休

養、適度な運動等、健康な生活習慣を身に付けるとともに、自己の心身の状

況に適した健康づくりを継続して行うよう努める。  

２ 市民は、健康診査及び検診を積極的に受診することにより、疾病の予防、

早期発見及び早期治療に努める。  

３ 市民は、地域医療を確保するため、自己の病状に応じた適切な医療機関等

を選択するよう心掛けるとともに、診療所及び病院の診療時間内に受診する

よう努める。  

（医療機関の役割）  

第６条 医療機関は、基本理念に基づき、新潟県及び市とともに地域医療体制

の充実を図り、並びに医療機関相互の機能の分担及び業務の連携に努める。 

（市の基本的施策等）  

第７条 地域医療を守る市の基本的施策は、次のとおりとする。  

(１ ) 地域の実情に合った、救急医療体制の整備に努める。  

(２ ) 新潟県、関係大学、医師会、歯科医師会、薬剤師会、各医療機関及び

市民団体等との連携を図り、医師及び医療従事者の確保に努める。  

(３ ) 市民に対する適正な受診の推進に関する啓発及び地域医療に関する情

報の積極的な提供に努める。  

２ 前項に定めるもののほか、市は、福祉、保健等の健康増進のための施策の

充実及び市民、市民団体等が行う取り組みの支援等の総合的な施策の実施に

努める。  

３ 市長は、前２項に規定する基本的施策を実施するため、必要な財政措置を

講ずるよう努める。  

（委任）  

第８条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、

市長が別に定める。  

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。  

 


